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＜表紙写真＞ 

阿寒摩周国立公園 

屈斜路湖・阿寒湖・摩周湖などの雄大なカルデラ湖を中心に、雄阿寒岳・雌阿寒

岳などがそびえ、森と湖と火山のおりなす北方的な原始景観を誇る公園です。世界

一といわれるほどの透明度を誇る摩周湖は神秘の湖といわれ、また、ラムサール条

約に登録されている阿寒湖のマリモは国内で唯一の生育地として特別天然記念物に

指定されています。 

阿寒摩周国立公園は、平成 28 年 7 月に全国の国立公園の中で先進的・集中的な

取り組みを実施する「国立公園満喫プロジェクト」を実施する公園に選定されまし

た。 

 

（写真 摩周第一展望台から望む摩周湖 提供：釧路総合振興局） 

 

 

＜裏表紙 燃料電池自動車（FCV）と環境忍者えこ之助＞ 

水素社会の実現をめざして 

 道では、水素社会形成に向けて地域特性を活かした水素サプライチェーンの構築

を進めています。その取組の一つとして、身近な水素利用機器であり、走行時に  

CO2を排出しない燃料電池自動車（FCV）を導入し、公用車として活用していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境白書についてのお問い合わせは、北海道環境生活部環境局環境政策課へご連絡ください。 

Ｔｅｌ ０１１－２３１－４１１１（代表） 内線２４－２０５ 

０１１－２０４－５１８８（直通） 

Ｆａｘ ０１１－２３２－１３０１ 

ＵＲＬ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/ksk 

E-Mail kansei.kankyou@pref.hokkaido.lg.jp 

 

 



環境白書の刊行に当たって 
 

国際社会においては、海水面の上昇や大規模な自然災害の発

生といった地球規模での気候変動の影響に対応するため、平成

32年（2020年）以降の温室効果ガス排出削減の新たな国際的枠

組みを定めたパリ協定の運用に向け、議論が進められていま

す。こうした気候変動は、北海道においても道民生活はもとよ

り、社会経済や生物多様性など、幅広い分野への影響が懸念さ

れます。道では、環境と調和する低炭素社会を実現するため、

利用時にＣＯ２を排出しない水素を利用する「水素社会」の構

築を目指し、平成28年７月に「水素サプライチェーン構築ロー

ドマップ」を策定しました。このロードマップに基づき、平成

29年に水素を燃料とする燃料電池自動車（ＦＣＶ）を道の公用

車として導入するとともに、平成30年３月に予定される民間事

業者による水素ステーション設置を支援するなど、水素利活用の普及を図るための取組を実

施しています。 

自然環境の分野では、農林水産被害や人身被害等が続いていることから、人と野生鳥獣と

の適切な関係を構築するため、平成29年３月に「北海道エゾシカ管理計画（第５期）」や 

「北海道ヒグマ管理計画」などを策定し、鳥獣の保護管理や有効活用の取組を推進していま

す。 

また、平成28年７月に「国立公園満喫プロジェクト」に選ばれた「阿寒国立公園」は、今

年から「阿寒摩周国立公園」として、引き続き、環境の保全に努めるとともに、世界水準の

ナショナルパークとしてその魅力を国内外に広く発信していきます。 

平成28年12月、国は国連が掲げる持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ」の実施指針を策定し、

環境分野の施策としては「気候変動対策」､「循環型社会の構築」､「生物多様性の保全」な

どが定められました。道においても、「ＳＤＧｓ」の達成に資するよう、北海道環境基本計 

画[第２次計画]や各種の個別計画に基づき、低炭素社会、循環型社会、自然共生社会の形成

など総合的な環境政策を着実に推進していきます。  

来年、北海道は命名から150年の節目の年を迎えます。 

未来に向けて本道の豊かな自然環境を守り、次の世代に引き継いでいくためには、私たち

一人ひとりが、この価値に気づき、取り巻く課題について考え、環境に配慮した行動を積極

的に実践することが何よりも重要です。 

本道の環境についての最新状況や道の施策などを取りまとめた本書が、皆様の環境保全に

対する理解を深め、行動の一助となることを心から願っています。 

 

   平成２９年１２月 

                   北海道知事   高 橋 はるみ  



 

  



 
 

この白書は、北海道環境基本条例第８条の規定に基づき、道が平成２９年第３

回北海道議会定例会に報告した「平成２９年 環境の状況等に関する年次報告」

を基に作成しました。 

 平成２０年３月に策定（平成２８年３月改定）した「北海道環境基本計画［第

２次計画］」に沿った構成とし、本道の環境の状況や環境の保全等に関連する施

策の進捗状況などを取りまとめています。 

 

  



 


